
みやぎ単元問題ライブラリー「算数チャレンジ大会２０１５」本選問題の解答・解説

形も大きさもまったく同じ直方体があります。

一郎さん，二郎さん，くみこさんの３人が，この直方体を２個はり合わせてそれぞれ直方体を

つくりました。すると３人のつくった直方体の表面積はすべて異なり，

一郎さんのつくった直方体の表面積は２１４ｃｍ２

二郎さんのつくった直方体の表面積は２４２ｃｍ２

くみこさんのつくった直方体の表面積は２５４ｃｍ２ となりました。

はり合わせる前の直方体１個の表面積は何ｃｍ２だったのか求めなさい。

・与えられた直方体の面をそれぞれ あ，い，う とします。

・直方体の面の重ね合わせ方は，下の図のように３種類が考えられます。

直方体① 直方体② 直方体③

う と うを重ねる。 い と いを重ねる。 あ と あを重ねる。

・上の図の直方体①，②，③の表面積とあ，い，う の面がそれぞれいくつ表面に出ているかを表にし

てみます。

あの面の数 いの面の数 うの面の数 表面積

直方体① ４ ４ ２ ２１４

直方体② ４ ２ ４ ２４２

直方体③ ２ ４ ４ ２５４

合計（①＋②＋③） １０ １０ １０ ７１０

この表から直方体①，直方体②，直方体③の表面に出ているあ，い，う の面の数の合計は，

すべて１０となります。

・一郎さん，二郎さん，くみこさんが作った直方体の表面積の合計は，

「あの面が１０」＋「いの面が１０」＋「うの面が１０」＝７１０ と表すことができます。

・はり合わせる前の直方体１個の表面積は，

「あの面が２」＋「いの面が２」＋「うの面が２」 と表すことができます。

つまり，はり合わせる前の直方体５個分の表面積が，７１０と等しいことになります。

・したがって，はり合わせる前の直方体１個の表面積は，

７１０÷５＝１４２ ㎠１４２
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